
日

次

法
令

よ

り

見

た

る

津

軽

藩

の
町

人

の
生

活

(
下
)

榊
防
火

･
治
安
対
策

む
す
び

黒

瀧

十

二

郎

は
じ
め
に

一
㌧
町
人
に
対
す
る
生
活
規
制

二
､
衣
食
住
に
つ
い
て

‖
衣
服
の
規
制

日
食

･
住
の
規
制

(以
上
'
前
号
)

三
へ
年
中
行
事
と
生
活

(以
下
､
本
号
)

日
管
宮

口
盆
踊
り

臼
ね
ぶ
た

榊
お
山
参
詣

四
㌧
日
常
生
活

H
弘
前
城
下
の
通
行

日
商
業
に
つ
い
て

日
質
屋
と
藩
士

三

年
中
行
事
と
生
活

年
中
行
事
に
は
全
国
的
共
通
の
行
事
と
津
軽
領
内
独
特
の
行
事
が
あ
り
へ
ま
た
前

者
に
領
内
の
カ
ラ
ー
が
強
-
加
わ
っ
た
行
事
も
見
ら
れ
る
｡

当
時
の
社
会
は
士

･
農

･
工

･
商
と
身
分
階
層
の
別
が
あ
り
'
衣
食
住
を
は
じ
め

日
常
生
活
の
様
式

･
意
識
と
も
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
'
弘
前
城
下
の

行
事
は
階
層
相
互
の
か
か
わ
り
で
催
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

(特
別
な
行
事
を
除
い

て
)｡
こ
れ
ら
の
行
事
の
中
で
法
的
規
制
が
比
較
的
多
-
見
ら
れ
た
も
の
を
取
り
あ

げ
'
町
人
の
生
活
を
考
え
て
み
た
い
｡
但
し
へ
正
月
の
門
松
に
つ
い
て
は
'
町
人
に

(-
)

対
す
る
規
制
が
藩
士
に
対
す
る
の
と
同
様
で
あ
り
､
既
述
し
て
あ
る
の
で
'
本
稿
で

は
重
複
を
さ
け
る
た
め
に
省
略
す
る
｡

H

宵
宮

宵
宮

(夜
宮
)
は
神
社
の
祭
典
の
前
夜
祭
で
'
神
霊
が
来
臨
し
て
は
じ
め
て
祭
が

成
立
す
る
｡
そ
の
来
臨
は
夜
間
に
於
い
て
行
わ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
'
守
宮
が

19



重
要
で
あ
っ
た
｡

江
戸
時
代
は
夜
の
行
動
が
規
制
さ
れ
て
い
た
が
'
宵
宮
に
は
人
出
が
多
-
に
ぎ
や

か
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
騒
ぎ
や
飲
酒
が
認
め
ら
れ
､
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
兼
ね
､

(2
)

ま
た
年
に
一
回
､
親
類
や
仲
間
､
近
所
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
｡

延
宝
九
年
の

｢町
人
法
度
｣
第
二
十
四
条

(拙
稿

上
<
前
号
>

参
照
)
に
は
'

宵
宮
か
本
祭
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
､
神
事
祭
礼
を
質
素
に
す
る
べ
き
こ
と
が
見

え
る
｡

(3
)

｢弘
前
藩
庁
日
記
｣
明
和
七
年
閏
六
月
十

一
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
､
所
々
夜
宮
之
節
､
喧
嘩
口
論
等
間
々
有
之
段
相
聞
得
候
､
必
責
近
年
所
々
徒

者
多
有
之
故
右
鉢
之
儀
可
有
之
候
､
以
来
夜
宮
井
七
夕
祭
盆
中
之
儀
､
喧
嘩
口

論
之
者
有
之
候

ハ
ハ
､
見
当
次
第
理
非
無
差
別
揚
捕
候
様
申
付
候
､
此
段
当
香

通
用
可
被
申
触
旨
御
目
付
江
申
付
之
､

右
に
よ
れ
ば
､
宵
宮
の
場
所
が
城
下
か
周
辺
の
農
村
な
の
か
､
い
か
な
る
身
分
の

者
が
対
象
と
さ
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
､
喧
嘩
口
論
に
及
ん
だ
者
を
捕
え
る
よ

う
指
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
行
事
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
推
測
し

得
る
が
､
風
紀
粛
正
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
｡

｢日
記
｣
天
保
二
年
七
月
三
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
Q

一
､
今
日
御
目
付
触
左
之
通
､

覚

(壮
)

近
年
盆
踊
井
処
々
夜
宮
江
荘
年

之
婦
人
多
罷
出
候
由
､
以
来
婦
人
之
儀
者
'
商

人
之
外
夜
分
参
詣
井
盆
踊
等
江
決
而
罷
出
不
申
候
様
､
(下
略
)､
(傍
註
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
'
女
は
町
人
の
女
以
外
に
盆
踊
り
や
膏
宮
参
り
に
出
る
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る

(｢
日
記
｣
弘
化
三
年
六
月
二
十
八
日
の
条
に
も
見
え
る
)
｡
そ
れ
は
'

城
下
の
風
紀
の
乱
れ
の
矯
正
を

一
層
強
-
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
､
幕
末
に
至
り

町
人
と
藩
士
を
区
別
し
て
身
分
秩
序
を
あ
-
ま
で
維
持
せ
ん
と
す
る
方
法
の
一
つ
で

も
あ
っ
た
と
考
え
る
｡

宵
宮
の
際
に
､
町
人
が
神
社

へ
立
花

･
人
形

･
飾
物
等
を
寄
付
す
る
こ
と
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
の
は
､
す
で
に

｢日
記
｣
天
保
十
三
年
三
月
二
十
九
日
の
条
に
見
え
る

が
､
｢日
記
｣嘉
永
七
年
六
月
三
十
日
の
条
が
詳
細
な
の
で
左
に
示
す
こ
と
に
し
た
い
｡

1
､
町
奉
行
申
出
左
之
通
'

所
々
夜
宮
之
節
飾
物
井
七
夕
祭
盆
蹄
等
之
締
向
可
中
上
旨
､
旧
脱
被
仰
付
之
趣

評
議
申
付
候
処
､
別
紙
之
通
申
出
､
然
二
夜
宮
之
節
人
形
等
之
飾
物
､
近
年
御

差
留
被
仰
付
候
後
右
鉢
之
儀
無
之
'
当
時
生
花
立
花
之
類
而
己
二
而
､
町
々
占

割
合
等
差
出
候
儀
無
之
由

二
付
､
左
迄
差
障
之
筋
茂
無
之
候
間
､
是
迄
之
通
可

(育
)

被
仰
付
哉
､其
外
格
別
大
振
之
峨
井
燈
寵
等
奇

附

い
た
し
候
町
々
茂
有
之
二
付
､

右
様
之
儀
押
移
候
而
者
締
合

二
相
拘
候
間
､
差
留
可
申
付
奉
存
候
得
共
'
神
社

(育
)

江
之
奇

附

二
付
先
是
迄
用
来
候
分
者
'
夫
形
以
来
右
様
大
振
之
峨
井
燈
寵
等
致

寄
附
候
儀
､
堅
差
留
可
申
付
与
奉
存
候
､

但
夜
宮
之
節
､
其
町
内
之
者
共
､
過
分
之
酒
肴
取
陳
客
来
い
た
し
､
無
益
之

著
有
之
旨
'
右

二
倣
小
者
共
迄
終
夜
飲
合
､
色
々
之
者
共
寄
集
､
後
々
喧
椛

致
口
論
御
扱

二
相
成
候
儀
間
々
有
之
候
間
､
旧
脱
被
仰
付
候
趣
急
度
相
守
､

心
得
違
之
儀
等
無
之
様
可
申
付
奉
存
候
'
(下
略
)､

(傍
註
筆
者
)

こ
れ
は
町
奉
行
か
ら
の
申
し
出
で
'
脅
宮
の
時
に

川神
社

へ
人
形
等
の
飾
物
､
大

き
な
帳
や
燈
寵
を
寄
付
す
る
こ
と
は
厳
禁
､

吻そ
の
町
内
の
者
が
､
客
を
集
め
て
夜

通
し
酒
を
飲
み
､
喧
嘩

･
口
論
に
及
ば
な
い
こ
と
'
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
大
要
こ

の
二
点
は
'
｢日
記
｣
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
承
認
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡
し
た
が
っ
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て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
｡

幕
末
に
は
背
宮
が
町
人
の
寄
付
に
よ
っ
て
盛
大
に
催
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
｡

一
方
､
藩
財
政
の
窮
乏
に
よ
り
藩
士
で
生
活
困
窮
に
陥
る
者
が
出
て
き
て

(4
)

い
る
の
だ
か
ら
､
藩
体
制
維
持
の
た
め
､
藩
士
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
､
町
人

に
対
し
て
質
素
倹
約
と
風
紀
を
乱
さ
な
い
こ
と
を
求
め
た
も
の
と
考
え
た
い
｡

日

盆
踊
り

盆
行
事
で
は
七
月

一
目
が
盆
の
朔
日
､
十
三
日
は
墓
参
り
､
二
十
日
は
送
り
盆
と

(5
)

し
た
｡
盆
踊
り
は
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
が
'
寺
や
神
社
の
境
内
､
広
場
や

辻
な
ど
で
老
若
男
女
が
群
集
し
て
踊
る
｡
そ
れ
は
盆
に
迎
え
た
祖
霊
を
慰
め
､
再
び

あ
の
世
に
送
る
た
め
の
も
の
と
い
わ
れ
る
｡
村
人
に
と
っ
て
は
盆
の
休
み
の
共
同
娯

楽
で
あ
り
､
秋
の
豊
作
の
祈
り
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
｡

盆
踊
り
の
期
間
は
､
全
国
的
に
は
七
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
迄
で
あ
る
｡
弘
前
城

下
で
は

｢日
記
｣
元
禄
二
年
七
月
十

1
日
の
条
に
よ
っ
て
､
十
三
日
の
晩
よ
り
十
六

(6
)

日
の
晩
迄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
｢
日
記
｣文
化
十
四
年
十
二
月
十
日
の
条
に
次

の
よ
う
に
見
え
る
｡

1
'
在
方
盆
踊
之
儀
､

一
統
廿
日
迄

二
御
座
候
得
と
も
､
賀
田
村
之
儀
者
弘
前
近

所

二
而
大
場
同
様
之
場
所
故
､
七
月
十
七
日
之
後
弘
前
井
所
々
占
踊
見
物

二
罷

越
候
者
も
有
之
処
占
口
論
等
御
座
候
に
付
､
以
来
賀
田
村
之
儀
者
七
月
十
七
日

限

二
而
踊
御
差
留
被
仰
付
候
様
､
左
候
者
郡
奉
行

･
町
奉
行

二
而
夫
々
可
申
付

旨
沙
汰
之
適
中
付
之
､

右
に
よ
れ
ば
､
農
村
で
の
盆
踊
り
の
期
間
は
七
月
二
十
日
迄
で
あ
っ
た
｡
城
下
に

近
い
賀
田
村
に
は
､
踊
り
見
物
の
者
が
出
か
け
て
行

っ
て
口
論
な
ど
の
争
い
も
見
ら

れ
た
｡
そ
の
た
め
賀
田
村
は
､
城
下
と
同
じ
に
十
七
日
迄
と
す
る
よ
う
申
し
付
け
ら

れ
て
い
る
｡
断
片
的
な
二
つ
の
史
料
か
ら
断
定
は
で
き
な
い
が
､
弘
前
城
下
で
の
盆

踊
り
期
間
は
農
村
と
異
な
り
､
七
月
十
三
日
の
夜
か
ら
､
十
六
日
か
十
七
日
の
夜
迄

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

町
人

･
藩
士
を
対
象
に
'
盆
踊
り
等
の
行
事
が
催
さ
れ
る
期
間
中
の
心
が
ま
え
が

｢
日
記
｣
元
禄
二
年
七
月
十

1
日
の
条
に
見
え
､
踊
り
の
服
装
が
華
美
に
な
ら
な
い

こ
と
､
礼
儀
を
か
い
た
行
動
を
慎
し
む
こ
と
､
喧
嘩
の
禁
止
､
木
戸
を
閉
め
る
時
刻

等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
｡毎
年
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に
注
意
の
達
が
出
さ
れ
て
お
り
､

そ
れ
は
風
紀
の
乱
れ
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
｡

｢日
記
｣
天
保
二
年
七
月
三
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
‖
脊
宮
の
項
で
盆
踊
り
に
つ
い
て

も
述
べ
た
よ
う
に
､
女
は
町
人
の
女
以
外
に
盆
踊
り
に
出
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た

(｢日
記
｣

弘
化
三
年
六
月
二
十
八
日
の
条
に
も
見
え
る
)0

｢
日
記
｣

嘉
永
七
年
六
月
三
十
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

(上
略
)

一
､
盆
踊
之
儀
者
､
子
供
等
斗

二
相
限
候
与
申
儀

二
茂
無
之
'
勝
手
次
第
踊
候
様

古
来
占
之
儀

二
有
之
候
得
者
､
此
度
改
而
子
供
等
之
外
踊
御
差
留

二
而
者
人
気

不
穏
儀
与
奉
存
候
､
尤
衣
類
等

二
至
迄
美
麗
構
敷
儀
無
之
様
､
年
々
私
共
二
而

町
中
江
相
触
置
候

二
付
､
是
迄
之
通
被
仰
付
候
様
､
尤
前
々
厳
敷
御
差
留
被
仰

付
罷
有
候
処
､
心
得
違
之
婦
人
共
有
之
'
男
姿

二
而
蹄
子
江
入
交
歩
行
､
是
等

喧
椛
口
論
之
基

二
付
厳
敷
差
留
申
付
､
若
心
得
違
之
者
有
之
候
得
者
､
当
人
者

勿
論
同
行

一
統
厳
敷
締
方
可
申
付
旨
可
申
触
与
奉
存
候
間
､
向
々
江
茂
被
仰
付

候
様
､
勘
定
奉
行
点
羽
､
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○
ヶ
条
町
方
斗

二
相
限
候
儀

二
者
無
御
座
候
間
､
御
家
中
井
九
清
江
茂
被
仰

付
候
様
､

但
白
昼
往
来
い
た
し
候
踊
子
茂
有
之
由

二
付
､
右
鉢
之
儀
無
之
様
可
申
付
奉

存
候
､

こ
れ
は
､
‖
宵
宮
の
項
で
引
用
し
た
同
年
月
日
の
条
に
見
え
る
史
料
の
一
つ
で
､

藩
が
許
可
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(｢日
記
｣
安
政
六
年
六
月
二
十
七
日
の
条
に
は
､

右
の
条
を
要
約
し
た
内
容
で
､
目
付
よ
り
の
蝕
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
)0

内
容
は

Ⅲ衣
類
は
華
美
に
な
ら
な
い
こ
と
(倹
約
令
).

畑男
装
し
て
踊
り
に
参
加

し
て
い
る
者
が
あ
り
､
喧
嘩

･
口
論
の
も
と
に
な
る
の
で
厳
禁
す
る

(風
紀
の
乱
れ

防
止
と
身
分
秩
序
維
持
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

前
述
し
た
よ
う
に
､
盆
踊
り
へ
の
女
の
参
加
は
､
町
人
の
女
以
外
は
認
め
な
い
よ

う
規
制
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
後
､
藩
士
の
女
が
男
装

(町
人
や
農
民
の
女
が
含
ま
れ

て
い
な
い
と
は
言
い
き
れ
ま
い
)
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
､
次
の
対
策

と
し
て
こ
の
よ
う
な
規
制
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

か
-
て
幕
末
に
至
り
､
藩
で
は
盆
踊
り
に
対
す
る
規
制
を
徹
底
で
き
ず
､
身
分
秩

序
の
維
持
と
い
う
点
か
ら
は
､
封
建
社
会
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
｡

臼

ね
ぶ
た

｢
ね
ぶ
た
｣
は
七
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
､
現
青
森
･秋
田
両
県
な
ど
で
行
わ
れ
る

3iZ,E

飾
り
物
行
事
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
弘
前
城
下
に
於
け
る

｢
ね
ぶ
た
｣
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
｡
最

古
の
記
録
は

｢日
記
｣
享
保
七
年
七
月
六
日
の
条
に
見
え
る
｡
こ
の
日
に
､
五
代
港

主
津
軽
信
寿
が
織
座
に
出
か
け
て
､
町
印
の
つ
い
た

1
番
か
ら
八
番
ま
で
の

｢ね
ぶ

た
｣
が
紺
屋
町
か
ら
春
日
町
へ
ね
り
歩
い
て
行
っ
た
の
を
観
覧
し
て
い
る
｡

(cl)

藩
士
は
正
式
に
参
加
で
き
な
い
の
で
仮
装
し
て
出
た
ら
し
い
｡

｢
ね
ぶ
た
｣
は
町

人
の
行
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡津
軽
の
眠
り
流
し
が
次
第
に
一
般
化
し
て
､
｢ね
ぶ
た
｣

(9
)

と
い
う
燈
寵
祭
と
し
て
の
形
式
が
整
っ
て
き
た
の
は
享
保
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
慕

末
の
天
保
五
年
七
月
七
日
に
藩
主

(十
代
信
順
)
が
上
覧
し
た
際
の

｢ね
ぶ
た
｣
は
､
(10
)

見
物
人
は
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り
､
物
々
し
い
警
戒
の
も
と
に
運
行
さ
れ
た
0

こ
れ
ら
は
大
人
に
よ
る
運
行
と
思
わ
れ
る
｡

｢
ね
ぶ
た
｣
の
際
に
は
些
細
な
こ
と
か
ら
喧
嘩
が
始
ま
り
､
負
傷
者
が
出
る
な
ど
次

第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

｢日
記
｣
安
永
八
年
七
月
十

一
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡
(供
)

一
､
例
年
祢
ふ
多
流
之
儀
､
町
々
斗
之
儀
､
近
来
御
家
中
子
共
入

交
候
故
喧
嘩
口

(供
)

論
等
有
之
候
に
付
､
向
後
御
家
中
幼
少
之
子
共
銘

々
屋
敷
内

二
両
祢
ふ
た
流
之

儀
者
勝
手
次
第
､
門
外
江
出
候
儀
者
停
止
二
被
仰
付
候
､
勿
論
町
々
茂
町
内
切

に
而
他
町
江
出
候
儀
堅
無
用
､
祢
ふ
た
流
之
節
木
脇
差
た
り
共
差
申
間
敷
､
棒

鳶
口
等
持
出
候
儀
停
止
二
申
付
候
事
､
(下
略
)
､

(傍
証
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
､
子
供
用
の

｢ね
ぶ
た
｣
に
藩
士
の
子
供
が
加
わ
り
､
喧
嘩

･
口
論

等
に
な
っ
て
い
る
の
で
､
今
後

用藩
士
の

｢
ね
ぶ
た
｣
は
屋
敷
内
だ
け
と
し
､
門
外

に
出
な
い
こ
と
｡

榔町
人
に
は
そ
の
町
内
の
み
運
行
を
許
可
し
､
木
の
脇
差
を
腰
に

さ
す
こ
と
､
棒
や
鳶
口
を
持
ち
歩
-
こ
と
は
認
め
な
い
｡
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
は
風
紀
の
乱
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

｢日
記
｣
天
保
十
三
年
六
月
二
十
二
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
､
今
日
御
目
付
触
左
之
通
､
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覚

祢
ふ
た
之
儀

二
付
､
度
々
御
触
出
茂
有
之
候
得
共
'
兎
角
不
締
之
儀
有
之
二
付
､

以
来
左
之
通
､

1
'
前
々
町
々
斗
之
処
､
近
年
御
家
中
壮
年
之
子
弟
井
召
使
之
も
の
入
交
候
故
､

喧
椛
口
論

二
及
､
不
時
之
至

二
候
､
以
来
幼
少
之
子
供
等
､
町
内
限

二
両
祢
ふ

た
差
出
候
儀
者
格
別
､
他
町
江
往
来
不
致
候
様
､
(下
略
)､

こ
れ
は
'
町
人
の
子
供
用
の
｢
ね
ぶ
た
｣

(

町
内
だ
け
の
運
行
)
に
壮
年
の
藩
士
及

び
召
使
の
者
が
参
加
し
て
､
喧
嘩

･
口
論
に
及
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
規
制
で
あ
る
0

さ
ら
に
｢日
記
｣

弘
化
三
年
六
月
二
十
八
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
､
今
日
御
目
付
触
左
之
通
､

覚

ね
ふ
た
之
節
､
近
年

二
重
壮
年
之
婦
人
多
罷
出
､
殺
ケ
間
敷
趣
相
聞
得
候
､
局

物
不
相
成
与
申
儀

二
者
無
之
候
得
共
､
無
桃
灯

二
両
往
来
不
致
候
様
､
(下
略
)､

右
に
よ
れ
ば
､
大
人
用
か
子
供
用
の

｢
ね
ぶ
た
｣

か
判
然
と
し
な
い
が
､
壮
年
の

婦
人

(身
分
階
層
不
明
)
が
運
行
に
参
加
し
て
'
風
紀
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
注
意
す
べ
き
は
､
子
供
用
の

｢
ね
ぶ
た
｣

は
藩
士
-
屋
敷
内
で

行
な
い
門
外
に
出
て
は
な
ら
な
い
､
町
人
-
そ
の
町
内
だ
け
の
運
行
と
す
る
､
と
規

制
さ
れ
て
い
た
｡
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
町
人
の

｢
ね
ぶ
た
｣

は
他
町
へ
も
運
行

さ
れ
た
時
が
あ
り
'
壮
年
の
藩
士
も
参
加
し
､
さ
ら
に
女
性
さ
え
も
加
わ
っ
て
､
哩

嘩
･
口
論
が
始
ま
り
､
｢
ね
ぶ
た
｣

の
期
間
に
は
風
紀
が
乱
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ

の
防
止
の
た
め
の
規
制
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は
藩
政
後
期
の

｢
日
記
｣

に
は
枚
挙
に
達

が

な

い

｡

喧
嘩
の
理
由
は
､
藩
士
の
二
･
三
男
は
､
ふ
だ
ん
か
ら
部
屋
住
み
の
厄
介
者
と
し

て
冷
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
､
こ
の
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
う
っ
ぷ
ん
ば
ら
し
の
た
め
に

｢‖
l

暴
れ
廻
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
と
い
う
｡

し
か
し
､
幕
末
に
な
る
と
藩
財
政
の
窮
乏
が

1
層
深
刻
化
し
､
そ
れ
に
よ
る
藩
士

の
生
活
困
窮
は
､
財
政
的
に
富
裕
と
な
っ
た
町
人
階
級
に
対
す
る
不
満
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
た

一
面
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

囲

お
山
参
詣

岩
木
山
は
津
軽
領
内
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
､
古
-
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

毎
年
八
月

一
日

(八
朔
)
に
､
部
落
ご
と
に
集
団
で
､
豊
作
祈
願
の
た
め
登
拝
行

事
が
行
わ
れ
る
｡
こ
れ
を
山
カ
ケ
ま
た
は
お
山
参
詣
と
い
い
､
津
軽
最
大
の
祭
り
で

(12
)

あ
っ
た
｡
こ
れ
に
つ
い
て
の
法
令
は
農
民

･
町
人
宛
の
も
の
で
､
町
人
の
登
拝
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
右
の
祈
願
の
ほ
か
に
領
内
の
安
穏
と
領
主
の
延
令

(13
)

長
寿

へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
｡

登
拝
行
事
の
期
間
は

｢日
記
｣

明
和
七
年
八
月
十
日
の
条
に
､

一
､
郡
奉
行

･
九
滴
町
奉
行
江
被
仰
付
候
趣
左
之
通
､

覚

例
年
八
月
朔
日
百
沢
寺
為
御
代
参
登
山
之
節
'引
続
キ
在
町
之
者
参
詣
致
候
由
､

(中
略
)
尤
例
年
登
山
之
儀
八
月
朔
日
よ
り
十
五
日
ま
て
御
足
に
候
､
以
後
之

儀
右
之
通
可
相
心
得
候
'
(下
略
)

と
あ
り
､
八
月

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
で
あ
っ
た
｡

｢
日
記
｣

天
明
三
年
八
月
十
日
の
条
に
見
え
る
御
目
付
蝕
に
よ
れ
ば
､
差
障
り
が
あ
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る
と
い
う
理
由
で
八
月
中
の
登
山
を
禁
止
し
て
い
る
｡
こ
の
年
は
天
候
不
順
の
大
凶

作
で
､
岩
木
山
の
崇
り
を
恐
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
､
天
候
と
岩
木
山
宿

仰
と
の
深
い
関
り
が
考
え
ら
れ
る
｡

服
装
は
､
天
明
八
年
か
ら
翌
寛
政
元
年
ま
で
に
記
録
し
た
も
の
と
い
う

『奥
民
図

(14
)

嚢
』
に

｢思
々
二
対
ノ
衣
類
ヲ
着
ス
､
多
ク
ハ
紅
染
ノ
木
綿
ナ
リ
｣
と
見
え
る
｡
そ

れ
よ
り
以
前
､
｢日
記
｣明
和
七
年
七
月
十
八
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
近
年
華
美
に
な
っ

(15
)

て
い
る
の
で
､
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
規
制
さ
れ
て
い
る
｡

さ
ら
に

｢日
記
｣
嘉
永
六
年
十
二
月
十
七
日
の
条
に
､
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
｡一

､
今
日
郡
奉
行

･
町
奉
行

･
九
浦
町
奉
行
江
相
渡
候
書
取
左
之
通
､

覚

(中
略
)

一
､
岩
木
山
登
山
之
節
､
目
立
候
花
美
之
衣
類
廻
井
幡
幣
束
等
迄
大
振
二
無
之
様
､

其
外
惣
而
異
風
を
相
好
無
用
之
費
不
致
候
様
､
(下
略
)

右
に
よ
れ
ば
､
｢日
記
｣
明
和
七
年
七
月
十
八
日
の
条
と
同
様
に
､
華
美
な
衣
服
を

規
制
す
る
倹
約
令
で
あ
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
､
紅
染
の
木
綿
の
衣
服
は
従
来
通
り
許

容
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
､
白
装
束
の
行
者
姿
が
多
-
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
､
明
治
以
降
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
｡

登
山
と
下
山
後
に
於
け
る
行
動
に
つ
い
て
は
､
次
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
る
0

｢日
記
｣
安
永
七
年
八
月
二
十
三
日
の
条
に
､

(上
略
)
当
年
も
山
中
之
橋
立
与
申
所
迄
女
も
登
山
致
候
由
､
勿
論
遊
女
鉢
之
女

同
道
之
者
も
有
之
よ
し
相
聞
得
候
､
以
来
右
鉢
猿
構
敷
儀
無
之
様
急
度
可
被
申

付
旨
､
郡
奉
行

･
町
奉
行

･
九
浦
町
奉
行
江
も
申
遣
之
､

と
あ
る
｡
こ
れ
は
遊
女
の
よ
う
な
女
ま
で
も
伴
っ
た
登
山
に
対
す
る
禁
止
令
で
あ
り
､

｢日
記
｣
文
化
七
年
八
月
四
日
の
条
に
も
､
若
い
女
が
混
っ
た
登
山
に
対
し
て
の
ち

の
が
出
さ
れ
て
い
る
｡

下
山
後
の
行
動
に
つ
い
て
は
､
｢
日
記
｣
天
保
十
三
年
七
月
二
十
二
日
の
条
に
左
の

よ
う
に
も
見
え
る
｡

一
､
在
町
之
も
の
共
､
岩
木
山
江
参
詣

二
罷
越
､
帰
之
節
途
中
往
来
之
見
物
人
者

勿
論
､
在
町
家
江
猿

二
入
込
大
勢
踊
立
､
色
々
悪
徒
等
致
候
旨
無
相
違
相
聞
得

甚
不
堵
之
至

二
候
､
以
来
右
鉢
心
得
違
之
も
の
無
之
様
､
此
旨
厳
敷
可
被
申
付

旨
町
奉
行
江
申
遣
之
､
郡
奉
行
江
者
口
達

二
而
申
付
之
､

右
に
よ
れ
ば
､
路
上
の
見
物
人
に
対
す
る
い
た
ず
ら
､
道
沿
い
の
家
に
飛
び
込
ん

で
の
悪
ふ
ざ
け
な
ど
に
対
す
る
禁
止
を
申
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
｡
同
様
な
の
は
｢日

記
｣
弘
化
三
年
六
月
三
十
日
の
条
に
も
見
え
る
｡
こ
れ
は
下
山
後
の
解
放
感
と
､
御

神
酒
を
飲
ん
で
多
少
自
制
心
を
欠
い
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
0

以
上
の
こ
と
か
ら
､
お
山
参
詣
に
対
す
る
法
的
規
制
は
､
倹
約
と
風
紀
の
乱
れ
の

防
止
を
求
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
｡
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四

日
常
生
活

本
章
で
は
日
常
生
活
全
般
に
亙
っ
て
法
的
規
制
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
､

城
下
に
於
け
る
生
活
の
い
-
つ
か
の
場
面
に
対
し
て
､
法
的
規
制
が
比
較
的
多
-
見

ら
れ
た
も
の
､
或
は
法
的
規
制
で
注
意
す
べ
き
も
の
を
取
り
あ
げ
､
町
人
の
生
活
と

社
会
と
の
関
り
を
考
察
し
た
い
｡

但
し
場
合
に
よ
っ
て
は
､
藩
士
･
農
民
･
寺
社
と
の
関
連
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
｡



‖
弘
前
城
下
の
通
行

藩
政
中
期
以
降
城
下
の
町
屋
で
最
も
賑
い
を
見
せ
て
い
た
地
域
は
本
町
で
あ
り
'

つ
い
で
亀
甲
町

･
土
手
町

･
和
徳
町
方
面
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
ら
の
町
を
中
心
と
し
て

多
-
の
人
々
が
城
下
を
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

最
初
に
藩
主
の
行
列
が
通
る
場
合
を
見
る
｡
｢日
記
｣

文
化
八
年
十
二
月
二
十
三
日

の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
㌧
被
仰
出
之
覚
左
之
通
'

一
㌧
何
方
江
御
成
之
節

二
而
茂
'
御
先
排
足
軽
是
迄
ひ
っ
こ
め
与
申
唱
来
候
得

共
､
己
後
下

二
居
連
与
可
申
旨
被
仰
付
候
､
(中
略
)

一
㌧
何
連
江
御
成
之
節

二
而
茂
､
御
家
ヰ
な
ら
ひ
町
家
共

二
御
駕
寵
御
行
過
之

処
に
て
直

二
門
戸
越
明
候
振
合
候
間
'
下
タ
に
茂
不
罷
有
､
御
駕
寵
御
行
過

之
所

二
両
'
直
様
立
候
振
合

二
而
'
甚
不
宜
候
間
､
己
後
中
押
行
過
候
処

二

両
門
戸
を
明
ケ
､
是
迄
之
振
合

二
相
心
得
候
様
被
仰
付
候
､
何
連
御
見
通
シ

等
之
処

二
而
者
無
調
法
等
無
之
様
'
御
家
中
井
町
家
共
'
右
之
通
相
心
得
居

候
様
被
仰
付
候
之
間
'
御
苦
役
江
口
達

二
両
申
付
之
､

一
㌧
右
之
趣

二
両
今
日
御
目
付
申
付
候
之
事
'

右
に
よ
れ
ば
'
藩
士

･
町
人
が
藩
主
の
行
列
に
出
会

っ
た
際
に
心
得
て
お
-
べ
き

こ
と
は
､

川先
払
い
の
足
軽
が
'
こ
れ
ま
で

｢
ひ
っ
こ
め
I
L
と
叫
ん
で
き
た
が
'

(16
)

今
後
は

｢下
に
お
れ
-
｣
と
唱
え
る
よ
う
変
更
に
な
っ
た
こ
と
'

佃行
列
の
最
後
尾

が
通
過
後
に
'
隠
れ
慎
し
む
た
め
に
閉
鎖
し
て
い
た
門
戸
を
開
け
る
こ
と
で
あ
る
0

藩
主
が
通

っ
て
行
-
道
路
上
及
び
道
路
沿
い
の
家
屋
で
'
藩
士

･
町
人
が
無
礼
な

行
為
を
し
な
い
よ
う
に
､
と
る
べ
き
態
度
が
知
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
法
令
は
幕
末

ま
で
再
三
出
さ
れ
て
お
り
'
階
級
社
会
に
於
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

(17
)

次
に
町
人
が
路
上
で
藩
士
に
出
会
っ
た
際
に
と
る
べ
き
態
度
で
あ
る
｡

｢日
記
｣

延
宝
三
年
二
月
十
六
日
条
に
'

以
条
目
御
町
奉
行
江
申
渡
覚

一
､
御
町
人
平
日
土
中
に
参
会
之
節
名
を
様
と
呼
可
申
事
､
陰
に
て
名
を
中
に
も

様
と
可
申
事
､
少
身
之
衆
中
た
り
と
も
殿
と
申
儀
為
無
礼
事
'

一
㌧
御
町
人
諸
士
に
対
し
'
路
次
に
て
へ
り
-
た
り
脆
可
申
事
'
(下
略
)

と
あ
る
｡
町
人
は
藩
士
に
対
し
て

｢-
様
｣

と
申
し
上
げ
て
敬
意
を
表
し
'
路
上
で

出
会

っ
た
時
に
脆
い
て
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
ほ
か
に
一
･
二
例
を
示
す
と
'
藩
士
が
通
る
時
に
町
人
が
店
頭
で
腰
を
か
け

又
は
横
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
無
作
法
な
態
度
を
慎
し
む
こ
と

(｢日
記
｣
元
禄
十
五

年
七
月
八
日
の
条
)｡
店
頭
で
煙
管
や
楊
枝
を
-
わ
え
'
或
は
頭
巾
を
被

っ
て
立
腰
で

い
る
よ
う
な
態
度
を
と
ら
な
い
こ
と

(｢日
記
｣

宝
暦
二
年
七
月
七
日
の
条
)
が
あ
げ

ら
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
礼
儀
作
法
を
守
る
べ
き
規
制
が
'
藩
政
期
を
通
じ
て
幕
末
ま
で
出
さ

れ
て
い
る
の
は
'
延
宝
九
年
制
定
の

｢町
人
法
度
｣

第
十
五
条
が
厳
守
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
が
'
藩
が
身
分
秩
序
を
あ
-
ま
で
も
維
持
し
ょ
う
と
す

る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
｡

勿
論
､
路
上
で
出
会

っ
た
際
の
藩
士
間
に
も
'
上
下
の
階
層
秩
序
を
守
る
た
め
の

規
制
が
'
｢日
記
｣

に
散
見
さ
れ
'
幕
末
ま
で
実
際
に
は
厳
守
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
｡

第
三
に
道
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
悪
路
が
城
下
の
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

た
の
で
､
屋
敷
前
の
道
を
自
分
で
整
備
す
べ
き
こ
と
が
'
す
で
に

｢町
人
法
度
｣

第

二
十
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
｡
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こ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
法
令
が
寛
政
期
か
ら
見
え
る
の
は
､
津
軽
藩
の
寛
政

改
革
で
実
施
さ
れ
た
藩
士
土
着
制
と
深
い
関
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

｢
日
記
｣

寛
政
十
二
年
三
月
十
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

二

今
日
御
目
付
触
左
之
通
､

覚

御
家
中
井
町
々
共
､
街
道
銘
々
屋
敷
前
掃
除
方
井
水
道
堰
穿
通
事
入
致
候
儀
､

前
々
御
足
有
之
処
､
先
年
御
家
中
在
宅
以
後
色
々
転
宅
等
有
之
'
是
迄
不
辛

入

二
相
成
､
水
道
堰
穿
通
無
之
故
'
街
道
水
湛
相
成
､
春
秋
者
勿
論
雨
天
等

之
節
､
往
来
甚
難
儀
相
成
候
之
旨
相
聞
得
候
間
､
以
来
銘
々
屋
敷
前
急
度
致

手
入
候
様
､

一
､
新
割
町
之
内
水
湛
或
者
湿
地
等

二
而
不
得
止
事
場
所
者
､
去
々
年
屋
敷
方

二
而
新
堰
穿
通
し
御
手
入
等
も
被
仰
付
候
得
共
､
弘
前
廻
町
々

一
円
御
手
入

方
之
儀
者
､
不
容
易
之
儀

二
付
､
難
被
為
行
届
候
之
間
､
以
来
前
々
之
通
銘
々

屋
敷
前
掃
除
井
水
道
堰
穿
上
扮
上
等
迄
不
怠
自
分

二
而
手
入
致
候
様
､
尤
莱

在
宅

二
而
上
弘
無
之
族

二
而
も
拝
領
屋
敷
前
並
合
之
通
事
入
致
候
様
､
無
左

候
者
其
所
占
水
押
上
り
町
並

一
統
之
及
迷
惑
候
間
､
雪
消
次
第
早
速
水
道
堰

穿
通
候
様
､
尚
又
小
路
等
者
別
而
不
手
入
之
旨
相
聞
得
候
間
､
前
書
之
通
辛

入
致
候
之
様
､
若
不
手
入
之
族
於
有
之
者
､
屋
敷
奉
行

二
而
急
度
相
礼
候
樵

申
付
候
'
此
旨
可
被
申
触
候
､
以
上
､

三
月
御
目
付
中

右
に
よ
れ
ば
､
町
人

･
藩
士
に
対
し
て
屋
敷
前
の
道
路
の
掃
除
や
手
入
れ
を
命
じ

た
も
の
で
あ
る
｡
特
に
藩
士
の
在
宅
後
に
侍
町
で
は
道
路
が
荒
廃
し
､
雨
が
降

っ
た

時
に
は
水
が
た
ま
り
､
往
来
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

城
下
で
は
町
屋
と
侍
町
が
区
別
さ
れ
て
い
る
が
､
道
路
の
往
来
は
比
較
的
自
由
で

(18
)

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
寛
政
十
二
年
以
後
幕
末
ま
で
､
町
人

･
藩
士
に
対
し
て
屋
敷

前
の
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
の
法
令
が
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
る
｡

寛
政
五
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
藩
士
土
着
政
策
は
､
同
十
年
に
は
失
敗
に
終
り
､
藩

士
は
旧
来
通
り
城
下

へ
居
住
を
命
じ
ら
れ
､
享
和
元
年
ま
で
に
在
方
引
上
げ
は
完
了

(19
)

し
た
｡
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
道
路
整
備
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
命
令
が
｢
日
記
｣

天
保
九
年
八
月
二
十
九
日
の
条
に
も
見
え
る
の
は
'
藩
財
政
の
窮
乏
に
よ
っ
て
家
屋

(20
)

の
補
修
す
ら
出
来
な
い
生
活
困
窮
に
陥

っ
て
い
る
藩
士
が
､
屋
敷
前
の
道
路
の
整
備

ま
で
手
が
廻
り
か
ね
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
｡

日

商
業
に
つ
い
て

弘
前
城
の
築
城
に
伴
う
城
下
町
の
発
達
に
よ
っ
て
､
町
屋
は
商
人
町

･
職
人
町
と

し
て
区
画
さ
れ
､
特
に
本
町
は
藩
政
中
期
以
降
商
業
の
中
心
地
域
と
し
て
発
展
を
み

た
｡
こ
こ
で
は
本
町
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

享
保
四
年
頃
の

｢町
屋
数
円
｣

に
よ
れ
ば
'
本
町

一
～
四
丁
目
ま
で
は
大
坂
屋

･

大
黒
屋

･
練
屋

･
吉
野
屋

･
薮
屋

･
若
狭
屋
な
ど
屋
号
の
あ
る
商
家
が
多
-
､
五
丁

(T))

目
は
小
規
模
な
町
家
が
並
ん
で
い
た
｡
宝
暦
六
年
の

｢本
町
支
配
屋
鋪
改
大
帳
｣

に

(22
)

よ
る
と
家
数
は

一
〇
〇
数
え
ら
れ
､
明
治
初
年
の

『新
撰
陸
奥
国
誌
』
に
は

｢家
数

(23
)

合
て
百
七
十
二
軒
｡
こ
の
町
呉
服
店
多
し
､
酒
韓
茶
店
洋
貨
舗
等
あ
り
｣

と
記
さ
れ
､

城
下
の
代
表
的
商
家
街
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

(24
)

『平
山
日
記
』
宝
暦
四
年
の
項
に
､
本
町
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

サ
ミ
シ
ク

弘
前
本
町
共
に
子
年
焼
失
己
来
殊
之
外
寂

参

相
成
候
処
､
此
度
本
町
之
外
木
棉
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綿
布
商
売
御
停
止
に
付
､
外
町
並
在
々
之
木
綿
商
売
之
族
多
出
店
し
候
､
此
節

ハン

よ
り
殊
の
外
蕃
昌
ス
､
(下
略
)

｢子
年
焼
失
｣
と
は
､
本
町

一
丁
目

～
五
丁
目
の
ほ
か
に
大
工
町
･
親
方
町
･
土
手
(25
)

町
等

へ
と
延
焼
し
､
二
〇
〇
軒
余
が
焼
失
し
た
延
享
元
年
の
大
火
の
こ
と
で
あ
る
0

こ
の
た
め
本
町
は
衰
微
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
藩
で
は
宝
暦
四
年
に
本
町
以
外
で
木
棉

と
綿
布
の
販
売
を
禁
止
し
た
の
で
､
本
町
内
に
出
店
す
る
商
人
が
多
-
集
ま
り
､
再

び
町
内
が
活
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

｢日
記
｣
宝
暦
十
三
年
二
月
八
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
､
本
町
商
人
共
近
年
不
商
及
潰

二
見
世
店
を
相
仕
廻
御
町
並
見
苦
敷
御
座
候
に

付
､
御
取
立
願
之
儀
紙
面
之
通
申
出
候
間
､
御
用
達
共
江
も
相
尋
候
処
､
何
逮

も
差
障
り
有
之
旨
紙
面
之
通
申
出
候
､
全
林
衰
微
之
儀

ハ
本
町

こ
も
限
り
不
申
､

(宝
暦
五
年
)

去
ル
亥

之
年

凶
作

以
来
御
郡
内

一
統
之
衰
微
罷
成
候
得
者
御
町
並

二
拘
り
不
申

候
間
(中
略
)､
本
町
之
儀
者
差
当
り
難
立
引
相
見
得
､
弘
前
随

一
之
御
町
並
及

潰
候
両
者
他
所
之
見
聞
も
不
宜

(中
略
)､

(本
町
)

一
､
右
に
付
当

町
井

九
滴
在
々
江
相
触
候
趣
左
之
通
､

覚

絹
布
木
綿
細
物
太
物
商
売
人
儀
､
是
ま
て
之
通
町
′
′＼

勝
手
ノ
1

に
排
掴
商
売

仕
候
両
者
差
障
之
儀
有
之
候
に
付
､
弘
前
者
本
町
に
限
り
商
売
仕
候
様
可
被
仰

付
候
得
共
､
差
当
り
右
之
通
被
仰
付
候
両
者
難
儀
之
者
も
可
有
之
､
然
共
往
々

右
之
通
に
て
ハ
御
差
障
り
不
得
止
候
間
､
以
来
右
商
売
方
之
儀
左
之
適
中
付
候
､

一
､
本
町

一
丁
目
よ
り
五
丁
目
限
り
住
所
商
売
之
儀
､
井
他
町
排
掴
商
売
之
者
も

本
町
よ
り
出
店
之
分

ハ
是
ま
て
之
通
勝
手
次
第
､
其
外
諸
代
物
本
町
よ
り
買
受

商
売
致
候
様
､

一
､
在
々
之
儀

藤
崎
村

板
尾
野
木
村

五
所
川
原
村

木
作
村

金
木
村

飯
詰
村

尾
上
村

油
川
村

三
馬
屋
村

右
九
ヶ
所
之
分

ハ
是
ま
て
商
売
仕
来
候
者

ハ
勝
手
次
第
商
売
候
様
､

右
之
外
村
々
に
て
商
売
之
儀
停
止
に
申
付
候
､
尤
弘
前
本
町
江
出
店
之
儀

ハ
勝

手
次
第
申
付
候
､

一
､
清
々
之
儀
者
是
ま
て
之
通
勝
手
次
第
､
尚
又
是
ま
て
右
九
ケ
村
江
出
店
等
致

罷
有
候
者

ハ
是
ま
て
之
通
､
此
末
弘
前
本
町
之
外
出
店
等

ハ
停
止
に
申
付
候
､

一
､
両
浜
井
滴
々
に
て
旅
人
横
下
シ
荷
物
商
売
方
之
儀
､
船
上
之
上
問
屋
手
先
を

以
卸
売
貫
之
儀

ハ
是
ま
て
之
通
勝
手
次
第
､
弘
前
本
町
之
外
に
て
旅
人
見
世
店

を
飾
り
自
分
卸
売
小
売
商
売
之
儀

ハ
小
間
物
類
た
り
共
停
止
に
申
付
候
間
､
弘

前
問
屋
付
た
り
共
本
町
之
外
に
て
商
売
堅
ク
致
間
敷
候
(下
略
)､
(傍
証
筆
者
)

右
の
こ
と
か
ら
､
城
下
第

一
の
商
家
街
で
あ
る
本
町
が
､
衰
微
の
状
態
か
ら
活
気

を
と
り
も
ど
す
た
め
の
対
策
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
｢日
記
｣
に
よ
れ
ば
､
宝
暦
期

以
後
幕
末
ま
で
､
藩
で
は
再
三
に
わ
た
り
他
地
域
で
の
絹

･
木
綿
等
の
販
売
を
規
刺

し
て
本
町
の
繁
栄
を
は
か
っ
て
い
る
｡

元
禄
八
年
の
大
凶
作
後
､
次
第
に
財
政
の
窮
乏
化
が
す
す
む
藩
で
は
､
豪
商
の
御

用
金
上
納
に
頼
る
こ
と
が
多
-
な
っ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
藩
領
内
で

本
町
だ
け
に
豪
商
が
集
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
､
藩
財
政
が
豪
商
に
強
-
依

存
し
て
い
る
関
係
か
ら
､
城
下
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
本
町
の
殿
賑
は
藩
の
豪
商
保

護
の
政
策
と
し
て
強
-
う
ち
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

次
に
物
価
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
｢御
用
格
｣

(

寛
政
本
)
第
十
三

｢被

(26
)

仰
出
之
部
｣

天
明
八
年
十
二
月
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

近
年
諸
商
売
之
晶
高
値

二
付
､
度
々
御
触
有
之
処
､
銘
々
勝
手
之
申
分
相
募
甚
無
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法
之
至
候
､
依
之
上
方
占
下
り
候
品
井
他
領
古
人
候
品
､
是
迄
直
段
占

一
割
通

直
段
引
下
ケ
'
御
国
産
之
品

ハ
二
割
通
直
段
引
下
'
在
万
古
出
候
品
々
分
は
三

割
通
引
下
ケ
､
(中
略
)
郡
奉
行

･
町
奉
行

･
九
滴
町
奉
行
江
被
仰
付
之
､

右
に
よ
っ
て
､
商
品
は
上
方
及
び
他
領
産
は

一
割
引
､
国
産
品
は
二
割
引
だ
が
､

在
方
の
産
は
三
割
引
に
す
る
よ
う
､
領
内
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
外
に
､
右
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の

(｢日
記
｣

寛
政
元
年
三
月
十

1
日
の
条
)､

木
炭

･
薪
の
値
下
げ

(｢日
記
｣

寛
政
元
年
五
月
二
十
五
日
の
条
)､
釘

･
鉄
の
値
下
(27
)

げ

(｢御
用
格
｣

<
寛
政
本
>
第
十
三
｢町
奉
行
之
部
｣

寛
政
三
年
五
月
二
十
日
の
条
､

｢日
記
｣

寛
政
三
年
八
月
二
十
日
の
条
､
｢日
記
｣

同
年
九
月
二
十
日
の
条
)
が
見
え

る
｡さ

ら
に

｢日
記
｣

寛
政
四
年
九
月
十
五
日
の
条
に
よ
っ
て
､
領
内
の
全
商
家
に
家

業
札
を
掲
げ
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
同
五
年
六
月
に
は
隠
商
を
行
な
っ
た
際
の

過
料
に
つ
い
て
十
六
ヵ
条
が
定
め
ら
れ
､
続
い
て
同
六
年
八
月
の
三
ヵ
条
､
同
七
午

十

一
月
の
三
ヵ
条
が
見
え
る
｡
右
の
合
計
二
十
二
ヵ
条
は
､
寛
政
八
年
二
月
､
藩
の

(28
)

戸
数
方
に
よ
り

｢隠
商
過
料
定
牒
｣

と
し
て
作
成
さ
れ
た
｡

右
述
に
よ
り
､
物
価
の
引
き
下
げ
'
家
業
札
を
掲
げ
る
こ
と
､
隠
商
に
対
す
る
過

料
定
め
､
の
諸
法
令
が
寛
政
期
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
､
津
軽
藩
の
寛
政
改

革
に
於
け
る
政
策
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

寛
政
初
年
の
物
価
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
法
令
は
､
藩
士
が
生
活
困
窮
に
陥
る
こ

と
な
-
､
農
村
復
興
の
た
め
の
土
着
が
順
調
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
､
町
人

の
経
済
活
動
を
抑
え
た
面
が
あ
る
と
考
え
た
い
｡

ま
た
家
業
札
を
掲
げ
な
け
れ
ば
商
売
で
き
な
い
よ
う
に
し
､
隊
商
防
止
の
た
め
の

過
料
を
定
め
た
こ
と
は
､
藩
士
が
商
品
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
て
苦
し
む
こ
と
な
-
'

土
着
制
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
た

一
面
が
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
両
者
と
ち

町
人
の
経
済
活
動
を
あ
る
程
度
抑
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
､
本
町
の
繁
栄
を
は
か
る
法
令
は
､
藩
財
政
維
持
の
た
め

豪
商
を
保
護
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
ま
た
物
価
引
き
下
げ
の
法
令
及
び
隠

商
に
対
す
る
過
料
定
め
は
､
藩
士
の
生
活
が
商
品
経
済
に
巻
き
こ
ま
ま
れ
て
藩
体
制

が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
､
町
人
の
経
済
活
動
を
あ
る
程
度
抑
え
よ
う
と
し

た
面
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
｡

臼

質
屋
と
藩
士

(29)

質
屋
に
つ
い
て
の
規
定
は
､
｢御
用
格
｣

(寛
政
本
)
第
十
三

｢被
仰
出
之
部
｣
元

禄
三
年
正
月
二
十

一
日
の
条
に
､
｢質
屋
定
書
｣

と
し
て

元
禄
八
年
六
月
十
九
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

質
座
作
法
御
定
之
事

一
､
刀
脇
差
諸
道
具
諸
品
等

ハ
十
三
カ
月
切
､

一
､
衣
類
等

ハ

八
カ
月
切
､

一
'
銭
貨
百
文

二
付
､
壱
ヶ
月
四
文
宛
之
利
足
'

(マ
マ
)

一
､
金
弐
両
以
下

ハ
壱
ヶ
月

二
付
､
利
足
四
分
宛
､

(30
)

ヵ
条
見
え
る
が
､
｢日
記
｣

一
､
金
拾
両
以
下

ハ
壱
ヶ
月
壱
歩

二
付
､
利
足
三
分
宛
､

一
､
金
百
両
以
下

ハ
壱
ヶ
月
壱
両

二
付
､
利
足
壱
匁
宛
､

一
､
金
百
両
以
上

ハ
右
ノ
積
を
以
､
利
足
下
直

二
可
有
相
対
事
､

右
之
定
今
度
被
仰
付
候
上

ハ
､
質
置
主
請
人

二
此
作
法
書
之
通
碇
申
渡
､
請
人

判
置
主
判
両
判
取
質
取
可
申
候
､
御
定
之
切
過
候
得
は
な
か
れ
申
候
､
尤
利
足

済
申
候

ハ
ハ
､
又
借
し
可
申
候
､
勿
論
判
形
日
切
之
用
捨
有
間
敷
者
也
'



右
御
定
書
相
渡
候
面
々
'

壱
通
同同同同同

右
之
通
相
渡
之

同

郡
奉
行

町
奉
行

青
盛
町
奉
行

鯵
ヶ
沢
町
奉
行

広
須
御
新
田

深
浦
町
奉
行

十
三
町
奉
行

こ
れ
は
質
保
管
の
期
間
と
利
息
に
つ
い
て
の
規
定
で
､

(31
)

の

｢質
屋
作
法
御
定
之
事
｣
に
準
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
'

(傍
註
筆
者
)

幕
府
法
元
禄
五
年
十

一
月

数
字
が
多
少
異
る
の
み
で

内
容
は
同
じ
で
あ
る
｡
ま
た
'
こ
の
元
禄
八
年
の

｢質
座
作
法
御
定
之
事
｣
は
'
同

三
年
の

｢質
屋
定
書
｣
よ
り
も
整

っ
た
も
の
と
い
え
る
｡

藩
政
期
を
通
し
て
弘
前
城
下
に
於
け
る
質
屋
数
の
変
遷
は
不
明
で
あ
る
が
'
｢日

記
｣
寛
政
元
年
五
月
十
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
本
町
で
は
減
少
し
て
三
軒
に
な
っ
た
と

(32
)

あ
り
'
文
化
二
年
に
は
城
下
全
体
で
十
七
軒
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
｡

利
息
は
'
二
分
半
か
ら
二
分
に
も
ど
す

(｢
日
記
｣
享
保
九
年
九
月
九
日
の
条
'
同

宝
暦
十
二
年
九
月
十
日
の
条
)'
三
分
か
ら
二
分
半
に
も
ど
す
(同
寛
政
元
年
五
月
十

日
の
条
)､
五
朱
引
き
下
げ
て
以
前
の
よ
う
に
二
分
と
す
る
(同
嘉
永
二
年
間
四
月
二

十
七
日
の
条
)
と

｢日
記
｣
に
見
え
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
利
息
は
二
分

～
三
分
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡

城
下
の
質
屋
は
藩
士
の
利
用
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
'
両
者
間
に
問
題
が

多
-
生
じ
て
-
る
の
は
天
明
期
以
後
で
あ
り
'
そ
れ
は
天
明

･
天
保
の
大
凶
作
と
も

(33
)

関
係
が
あ
ろ
う
｡
こ
こ
で
は
質
保
管
の
期
限
に
つ
い
て
の
法
令
か
ら
､
質
屋
側
に
隻

点
を
合
わ
せ
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

右
述
の
元
禄
八
年
の

｢質
座
作
法
御
定
之
事
｣
に
見
え
る
質
保
管
の
期
限
は
'
衣

類
が
八
カ
月
に
対
し
'
刀

･
脇
差
し

･
諸
道
具
等
は
十
二
カ
月
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
が

原
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

｢
日
記
｣
文
政
十

一
年
二
月
十
九
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

1
'
三
奉
行
申
出
候
'
町
々
質
屋
共
'
此
節
品
物
不
相
当
之
下
直

二
取
質
い
た
し
'

猶
ま
た
請
質
而
己
こ
て
取
質
見
合
候
も
の
茂
有
之
趣
相
聞
得
'
融
通

二
相
拘
候

之
間
､
右
様
之
儀
無
之
様
町
奉
行
に
而
申
付
候
処
'
質
品
者
八
ケ
月
限

二
而
流

品

二
致
し
候
様
､
前
々
占
被
仰
付
御
座
候
得
共
､
置
主
頼
合
に
寄
是
迄
廿
ヶ
月

ま
て
月
延
に
致
候
処
､
左
候
而
者
此
節
銭
配
相
成
兼
候
之
間
'
己
来
十
三
ケ
月

限

二
而
流
品
に
い
た
し
候
様
御
聞
届
被
仰
付
度
旨
申
出
之
､
前
書
日
延
之
儀
者

内
通
之
申
合

二
御
座
候
間
'
申
出
之
通
是
迄
之
取
質
共
十
三
ケ
月
限
二
両
流
し

品
致
候
様
､
町
奉
行

二
両
質
屋
と
も
江
可
申
付
奉
存
候
之
間
'
御
聞
届
被
仰
付

候
様
'
左
候
得
者
其
品
物

二
寄
､
置
主
迷
惑
之
筋
茂
可
有
之
に
付
'
御
聞
届
之

趣
町
奉
行
占
質
座
共
江
申
付
候
日
よ
り
三
十
日
位
見
合
､
何
連
共
挨
拶
無
之
分

者
流
品

二
致
候
様
､
右
之
趣
質
座
と
も
江
張
紙
致
せ
'
町
中
江
者
名
主
共
占
相

触
せ
可
申
'
(中
略
)
申
出
之
通
申
付
之
'

右
に
よ
れ
ば
'
質
入
れ
し
た
品
は
八
カ
月
の
期
限
切
れ
で
質
流
れ
に
さ
れ
た
と
あ

る
の
で
'
品
物
の
名
称
は
具
体
的
に
判
明
し
て
な
い
が
'
元
禄
八
年
の

｢質
座
作
法

御
定
之
事
｣
か
ら
衣
類
等
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
｡
そ
れ
が
内
々
に
頼
ま
れ
て
期

限
が
二
十
カ
月

(二
十
カ
月
に
な
っ
た
始
期
は
不
明
)
ま
で
に
延
期
さ
れ
て
い
た
｡

こ
の
ま
ま
で
は
質
屋
の
営
業
に
差
し
支
え
る
の
で
'
十
三
カ
月
の
期
限
に
し
た
い
と

い
う
三
奉
行
か
ら
の
申
出
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
あ
る
｡
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｢日
記
｣
天
保
五
年
二
月
二
十

一
日
の
条
に
､

一
､
町
奉
行
申
出
候
､
惣
質
屋
共
申
出
候
者
､
此
節
置
質
勝
二
而
請
質
無
之
､
銭

手
配
難
相
成
'
繰
合
方
六
ケ
敷
難
渋
二
付
､
十
三
ケ
月
相
過
候
取
質
品
之
儀
者
､

以
前
之
通
流
品
こ
い
た
し
候
様
被
仰
付
度
旨
申
出
之
､
融
通
向
難
獣
止
相
聞
得

申
候
間
､
十
八
ケ
月
相
過
断
無
之
分
者
､
流
品
二
い
た
し
候
様
被
仰
付
候
様
､

附
紙
之
通
申
付
之
､

と
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
､
従
来
ま
で
質
保
管
の
期
限
は
十
三
ケ
月
で
あ
っ
た
が
､

十
八
カ
月
経
過
し
て
も
連
絡
が
な
け
れ
ば
､
質
屋
が
質
流
し
に
す
る
こ
と
を
認
め
ら

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
期
限
の
延
期
は
､
前
年
の
大
凶
作
の
影
響
に
よ
る
生
活
困

窮
を
藩
が
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

｢日
記
｣

天
保
五
年
六
月
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
質
保
管
の
期
限
は
こ
れ
ま
で
十

三
カ
月
で
あ
っ
た
が
､
昨
年
の
大
凶
作
の
影
響
に
よ
り
十
八
カ
月
に
延
ば
し
た
と
こ

ろ
､
質
入
れ
す
る
者
ば
か
り
で
取
り
出
す
者
が
な
-
､
質
屋
の
営
業
に
支
障
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
の
た
め
再
び
期
限
を
十
三
カ
月
に
戻
す
こ
と
に
す
る
｡
但
し
藩

士
の
勤
務
に
か
か
わ
る
品

(武
具
､
衣
類
等
か
)
は
十
八
カ
月
の
期
限
と
す
る
､
と

(34
)

見
え
る
｡

二
年
後
の

｢日
記
｣

天
保
七
年
六
月
二
日
の
条
で
は
､
期
限
は
さ
ら
に
延
び
､
こ

の
年
ま
で
二
十
カ
月
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
､
ま
た
十
三
カ
月
に
戻
す

こ
と
に
な
っ
た
｡
但
し
藩
士
の
勤
務
に
か
か
わ
る
品
物
は
､
質
屋
に
届
出
て
手
続
き

を
す
れ
ば
流
れ
な
い
よ
よ
う
に
取
り
扱
う
と
い
う
御
目
付
蝕
が
出
て
お
り
､
二
十
カ

(35
)

月
の
期
限
は
ま
だ
有
効
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に
｢日
記
｣
天
保
八
年
三
月
二
十
九
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
､
町
奉
行
申
出
候
､
町
中
惣
質
屋
共
願
出
旧
冬
質
品
､
当
分
之
内
流
品
二
不
致

候
様
被
仰
付
罷
有
候
由

二
両
､
質
品
限
月
之
義
再
応
書
面
之
通
､
段
々
願
出
之

趣
難
黙
止
相
聞
得
､
殊

二
小
者
共
追
々
困
窮
之
場
合
､
質
屋
共
入
銭
之
道
外

ニ

(天
保
七
年
)

付
'
心
当
無
之
､
取
質
難
相
成
趣

二
付
､
去
申

六
月
上

旬
御
触
出
後
方
､
質
入

な
ら
ひ
此
節
占
質
入
品
共
､
其
節
御
触
流
之
通
､
御
家
中
勤
務
品
者
不
及
申
其

外
下
々
二
至
迄
要
用
之
品
等
茂
不
得
止
事
質
入
可
有
之
義

二
付
､
断
相
立
候
分

者
流
品
二
不
致
候
様
､
断
相
立
不
申
品
之
分
者
十
三
ケ
月
限
流
品
二
致
候
様
､

左
候
者
小
者
共
用
弁

二
相
成
候
様
､
当
時
節
柄
勘
弁
之
上
取
計
取
質
致
出
情
候

二
,T,)

被
仰
付
候
様
､
右
之
趣
去
六
月
御
触
流

二
相
成
候
得
共
､
此
節

二
至
必
用
品
断

落
茂
有
之
義
難
計

二
付
､
要
用
品
置
質
致
候
分
者
､
右
限
月
前
無
落
向
々
質
屋

早
速
断
相
立
候
様
､
改
而
御
家
中
在
町
清
々
江
惣
御
触
流
被
仰
付
候
様
､
附
舵

之
通
申
付
之
'

(傍
証
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
'
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
藩
士
及
び
多
-
の
人
々
が
､
質
入
れ
し

た
勤
務
の
た
め
の
品
や
生
活
必
需
品
に
限
り
､
予
め
そ
の
質
屋
に
申
し
出
れ
ば
､
疏

さ
れ
な
い
が
､
そ
れ
以
外
は
十
三
カ
月
が
保
管
の
期
限
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

こ
れ
は
前
年
の
大
凶
作
に
よ
る
彼
等
の
生
活
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
藩
の
対
応
で

あ
っ
た
｡

四
カ
月
後
の

｢日
記
｣
･天
保
八
年
七
月
三
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
0

二

今
日
御
目
付
触
左
之
通
､

覚

此
度
質
返
被
仰
付
右
質
渡
方
之
儀
､
永
々
相
成
候
而
者
､
質
屋
共
難
渋
之
趣
相

聞
得
候
間
､
来
月
十
五
日
迄
皆
済
､
質
品
受
取
候
様
被
仰
付
､
猶
又
札
紛
失
之

分
者
､
是
迄
之
通
質
座
相
対
を
以
請
人
相
立
､
品
物
請
取
候
様
被
仰
付
候
､
此

旨
可
被
申
触
候
､
以
上
､
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七
月
御
目
付
中

こ
れ
は
対
象
が
不
明
だ
が
､
質
入
れ
し
て
い
た
品
物
の
返
却
で
あ
る
｡
質
札
を
失

っ

た
者
が
い
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
長
期
間
質
入
れ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ

う
0こ

の
時
期
は
藩
財
政
の
窮
乏
で
､
藩
士
に
対
し
て
は
面
扶
持
制
が
実
施
さ
れ
て
お

(36
)

り
､
藩
士
が
質
屋
に
対
す
る
借
金
返
済
能
力
が
あ

っ
た
か
疑
わ
し
い
｡
む
し
ろ
､
港

が
質
屋
に
対
し
て
何
程
か
の
金
額
を
支
払
い
､
藩
士
等

へ
質
入
れ
し
て
い
た
品
物
を

と
り
戻
さ
せ
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
｡

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
､
質
屋
が
品
物
を
保
管
す
る
期
限
は
衣
類
等
と
推
定
さ
れ

る
が
､
八
カ
月
か
ら
十
二
カ
月
に
延
長
さ
れ
た
｡
藩
士
の
勤
務
に
か
か
わ
る
品
物
は

十
二
カ
月
が
原
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
後
に
は
十
八
カ
月
と
な
り
､
そ
の
後

申
し
出
れ
ば
十
八
カ
月
の
期
限
が
切
れ
て
も
流
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
れ
は

無
期
限
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
し
よ
う
｡
但
し
､
利
息
は
二
分

～
三
分
で
大
き
な
変

化
は
な
か
っ
た
｡

自
然
経
済
を
基
盤
と
す
る
藩
財
政
は
､
藩
政
後
期
に
な
る
と
ま
す
ま
す
窮
迫
し
､

藩
士
の
生
活
困
窮
を
ま
ね
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

そ
の
た
め
藩
士
は
城
下
の
質
屋
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
-
な
り
､
質
入
れ
し
た
品

物
の
保
管
期
限
が
さ
て
も
､
借
金
を
返
済
し
て
そ
の
品
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
不
可

能
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
｡
藩
で
は
特
に
藩
士
の
勤
務
に
か
か
わ
る
武
具
等
に
つ
い

て
は
､
期
限
切
れ
で
も
質
流
れ
に
な
ら
な
い
処
置
を
と
り
､
彼
等
の
救
済
を
は
か
っ

た
の
で
あ
る
｡

こ
の
こ
と
は
､
質
屋
の
営
業
に
支
障
を
ま
ね
き
､
苦
し
め
る
こ
と
に
な
り
､
質
良

と
藩
士
の
両
者
を
立
て
る
方
策
は
な
か
な
か
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ

っ
た
｡

か
-
て
､
こ
れ
ら
の
法
令
は
､
質
屋
に
対
し
て
藩
士
の
生
活
困
窮
を
救
済
す
る
た

め
に
犠
牲
を
求
め
た
面
が
強
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
｡

榊

防
火

･
治
安
対
策

江
戸
時
代
に
は
防
火

･
消
火
体
制
が
整

っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
､
火
の
用
心
に
は

十
分
注
意
し
て
い
て
も
､
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な
る
場
合
が
多

か

っ

た

｡

弘
前
城
下
の
三
大
大
火
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
､
①
慶
安
二
年
五
月
横
町

(東
長

町
)
か
ら
の
出
火
で
十
数
軒
と
五
力
寺
の
焼
失
②
延
宝
五
年
九
月
親
方
町
よ
り
出
火
､

八
十
五
軒
の
焼
失
③
延
享
元
年
五
月
本
町
か
ら
出
火
､
大
屋
二
百
二
十
七
軒
と
家
中

(37
)

十
二
軒
の
焼
失
で
あ

っ
た
｡
江
戸
時
代
を
通
じ
て
火
災
件
数
は
枚
挙
に
達
が
な
い
0

防
火
に
つ
い
て
は
､
藩
士
に
対
し
寛
文
二
年
制
定
の
十
七
ヵ
条
の
第
六
条
に
｢
一
､

(38
)

屋
敷
中

二
火
事
出
来
せ
し
時
は
早
速
其
所
に
馳
け
集
り
打
消
可
申
事
｣

と
見
え
､
町

人
に
対
し
て
は
延
宝
九
年
の

｢町
人
法
度
｣

第
四
十
二
条

～
第
四
十
六
条
迄
の
五
ヵ

条
が
定
め
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
規
定
内
容
か
ら
､
火
の
用
心
と
出
火
に
際
し
て
の
対

処
の
し
か
た
が
知
ら
れ
る
｡

江
戸
に
は
定
火
消

･
大
名
火
消

･
町
火
消
が
あ
り
､
諸
藩
の
城
下
で
も
類
似
の
消

防
組
織
が
あ
っ
た
｡

津
軽
藩
で
は
､
藩
庁
の
消
防
組
織
と
し
て
火
消
番
が
あ
り
､
町
火
消
の
起
源
は
塞

(39
)

政
七
年
頃
と
さ
れ
る

(そ
れ
以
前
に
は
町
単
位
で
消
火
に
あ
た
っ
た
)

ま
た
江
戸
で
は
辻
番
は
武
家
が
設
置
し
､
武
家
地
内
に
置
か
れ
､
そ
の
地
の
警
察
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の
こ
と
を
担
当
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
自
身
番
は
町
役
人
が
主
に
事
務
を
担
当
す
る
も
の
で
､
自
身
番
屋
は
町

屋
の
端
の
片
側
に
位
置
し
た
｡
道
路
を
隔
て
て
そ
の
反
対
側
の
角
に
木
戸
番
屋
が
置

か
れ
た
が
､
木
戸
番
屋
の
勤
め
は
木
戸
の
番
と
夜
警
が
主
で
､
時
に
は
自
身
番
の
使

(40
)

い
走
り
も
し
た
の
で
あ
る
｡

津
軽
藩
の
場
合
に
は
､
｢
日
記
｣延
宝
六
年
二
月
十
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
見
え
る
｡

夜
廻
勤
之
覚

(中
略
)

一
､
自
身
番
辻
門
番
無
油
断
相
勤
候
様
に
､
其
所
々
に
て
急
度
可
申
付
事
､

(中
略
)

(午
ノ
)
二

月
十
日

御
手
廻
中

こ
れ
は
藩
士
の
手
廻
組
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
辻
門
番
は
辻
番
の
こ
と

と
推
定
さ
れ
る
が
実
態
が
不
明
で
あ
り
､
ま
た
藩
士
も
自
身
番
を
勤
め
て
い
た
こ
と

に
な
ろ
う
｡

｢
日
記
｣
元
禄
十
年
四
月
二
十
三
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

木
戸
番
人
江
申
渡
之
覚

(提
灯
)

1
､
木
戸
日
暮
以
後
､
灯
燈
不

持
者
堅
通
シ
中
間
敷
事
､
所
々
之
小
夫
或
者
灯
燈

不
持
者
往
来
之
節
者
､
御
定
之
札
所
持
可
致
候
間
､
改
候
而
札

二
相
違
無
之
候

ハ
ハ
通
シ
可
申
事
､

一
､
番
人
之
親
類
縁
者

ハ
不
及
申
､
其
町
内
或
者
知
人
た
り
と
､
灯
燈
不
持
者
堅

通
シ
中
間
敷
事
'

一
､
手
負
死
人
狼
籍
者
､
添
番
之
立
合
堅
通
シ
中
間
敷
事
､
尤
承
届
子
細
無
之
者

ハ
早
速
通
シ
可
申
事
､

一
､
理
不
尽
二
木
戸
通
り
可
申
与
申
者
有
之
候

ハ
ハ
､
添
番
之
立
合
押
留
､
名
主

月
行
事
江
相
違
可
任
差
図
事
､

一
'
若
出
火
な
と
有
之
､
大
勢
往
来
之
節
者
､
早
速
大
木
戸
を
開
往
来
無
滞
様

二

可
仕
事
､

一
､
馬
上
或
者
大
き
な
る
物
な
と
-
ぐ
り
占
通
り
兼
候
も
の
ハ
､
何
品
二
不
寄
早

速
大
木
戸
を
開
通
し
可
申
事
､

一
､
急
病
人
杯
有
之
罷
帰
度
旨
相
断
候

ハ
ハ
､
品
に
よ
り
灯
燈
不
持
候
も
の
其
町

所
承
届
､
添
番
之
者
自
身
番
迄
送
届
ケ
､
自
身
番
其
町
内
名
主
或
者
其
主
人
江

送
り
届
相
断
可
罷
帰
事
､

右
之
通
急
度
相
守
候
様

二
可
申
付
者
也
､

丑
三
月
廿
三
日

覚

二

毎
度
申
渡
候
通
､
火
之
用
心
随
分
念
を
入
､
風
烈
節

ハ
昼
夜

二
不
限
月
行
事

家
並
二
廻
り
'
無
油
断
可
申
付
事
､

一
'
若
出
火
有
之
節
者
､
兼
々
申
渡
候
通
念
度
相
守
､
人
足
等
之
儀
夫
々
承
之
場

所
江
無
遅
々
相
詰
候
之
様

二
可
申
付
事
'

二

自
身
番
木
戸
番
添
番
共
二
無
油
断
急
度
相
勤
可
申
事
､
尤
夜
中
往
来
之
者
灯

燈
不
持
者
堅
通
シ
中
間
敷
事
､

右
之
通
先
達
而
申
渡
候
得
共
､
御
留
守
中
猶
以
無
油
断
相
勤
候
様
'
支
配
切
可

申
付
候
､
以
上
､
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(用
人
)

右
之
通
町
中
江
申
渡
候
由
､
木
村
杢

之

助
江
町
奉
行
木
村
八
左
衛
門
中
間
候
､

(傍
証
筆
者
)

こ
れ
は
､
町
奉
行
か
ら
木
戸
番
へ
申
し
渡
さ
れ
た
勤
務
心
得
で
あ
る
が
､
添
番
は

木
戸
番
を
補
佐
す
る
役
割
か
と
思
わ
れ
る
｡

木
戸
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
延
宝
九
年
の

｢町
人
法
度
｣
第
三
十

一
条
に
､
朝
夕

の
木
戸
の
明
け
た
て
､
盗
人
が
あ
っ
た
時
に
合
図
し
だ
い
直
ち
に
木
戸
の
検
査
を
す

る
こ
と
､
破
損
し
た
際
の
修
理
に
つ
い
て
な
ど
の
規
定
が
見
え
る
｡

慶
安
二
年
頃
の
も
の
と
い
う

｢弘
前
古
絵
図
｣
に
よ
れ
ば
､
城
下
に
六
十

一
カ
所

(41
)

の
木
戸
が
認
め
ら
れ
る
｡

｢日
記
｣
文
化
三
年
十
月
八
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
､
頃
日
町
々
御
用
心
向
不
宜
旨
相
聞
得
候
､
自
身
番
之
者
共
夜
中
廻
り
方
緩
せ

(マ
マ
)

(マ
マ
)

之
趣
共
相
聞
得
候
､御
用
心
向
御
大
切
之
義
候
間
､手
木
番
之
も
の
と
も
小
路
々

迄
も
無
間
断
相
廻
候
様
､
此
旨
急
度
可
被
申
付
旨
町
奉
行
江
中
道
之
､

(傍
証
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
､
自
身
番
が
､
夜
廻
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

八
戸
藩
で
は
､
江
戸
の
辻
番
･自
身
番
の
よ
う
な
区
別
は
な
-
､
あ
る
時
は
辻
番
､

あ
る
時
は
自
身
番
と
称
さ
れ
､
恒
常
的
な
施
設
と
し
て
常
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な

(42
)

か
っ
た
と
い
う
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
津
軽
藩
で
は
辻
番
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
､
木
戸
番
と

自
身
番
の
職
務
と
役
割
が
明
確
に
判
明
し
て
い
な
い
と
し
て
も
､
防
火
と
治
安
対
莱

と
し
て
の
両
者
の
夜
廻
り
の
実
態
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
｡

次
に
幕
末
ま
で
頻
出
す
る
防
火
と
治
安
に
関
す
る
具
体
例
を
あ
げ
て
み
た
い
｡

｢日
記
｣
宝
暦
十
二
年
四
月
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

二

今
日
当
番
通
用
左
之
通
､

覚

(撹
)

(松
明
)

此
間
土
調
川
八
ッ
目
取
之
者
､
夜
中
桃
灯

井
に
明
松

持
候
両
､
大
円
寺
辺
よ
り

百
石
町
下
北
横
町
辺
ま
て
数
多
往
来
致
候
付
､
火
之
元
御
用
心
向
不
宜
候
段
相

聞
得
候
､
右
鉢
之
儀
無
之
様
此
間
当
番
通
用
可
被
申
触
旨
御
目
付
江
中
道
之
､

(傍
証
筆
者
)

土
測
川
は
久
渡
寺
山
を
水
源
と
し
､
弘
前
城
下
を
北
流
し
て
平
川
に
合
流
す
る
0

大
円
寺
辺

～
百
石
町
下

～
北
横
町
辺
と
は
､土
測
川
が
城
下
を
流
れ
る
部
分
で
あ
る
｡

こ
の
地
域
で
提
灯
や
松
明
を
持
参
し
て
八
目
鰻
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
防
火
上
危
険
で

あ
る
か
ら
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

土
測
川
で
の
八
目
鰻
取
り
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
､
捕

獲
の
禁
止
令
は
宝
暦
期
以
後
幕
末
迄
枚
挙
に
蓮
が
な
い
ほ
ど
出
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ

は
深
夜
に
提
灯
と
松
明
を
持
っ
て
､
城
下
を
歩
-
こ
と
に
対
す
る
防
火
上
の
規
制
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

既
述
し
た
元
禄
十
年
の

｢木
戸
番
人
江
申
渡
之
覚
｣
に
よ
れ
ば
､
夜
に
木
戸
を
通

り
抜
け
る
た
め
に
は
､
札

(通
行
証
)
を
提
示
し
､
そ
れ
に
よ
っ
て
通
行
が
許
可
さ

れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
｡

｢日
記
｣
天
明
三
年
五
月

一
日
の
条
に
は
､
青
森
町
に
於
い
て
L
と
み
頭
巾
で
顔
を

か
-
し
､
昼
夜
に
か
ぎ
ら
ず
忍
び
通
る
者
が
あ
り
､
召
し
捕
え
る
よ
う
に
｡
と
命
じ

ら
れ
て
い
る
｡

｢日
記
｣
文
化
二
年
八
月
二
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

1
'
今
日
大
目
付
触
左
之
通
､

覚
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頃
日
町
々
用
心
向
之
儀
稗
敷
申
付
候
間
､
御
家
中
井
町
家
共
申
合
､
用
心
向
忽

(堤
)

諸
無
之
様
に
往
来
之
者
無
桃
灯

二
而
憶
敷
鉢
之
者
名
前
等
役
筋
之
者
相
尋
候
得

者
､
却
而
不
法
之
申
分
等
有
之
趣

こ
も
相
聞
得
､
御
締
合
不
宜
候
間
､
御
家
中

井
町
々
共
急
用

二
無
之
部
者
､
無
桃
灯
に
而
夜
中
往
来
不
致
候
様
､
尤
不
得
止

事
往
来
之
節
者
､
役
筋
之
者
占
名
前
相
尋
候
者
､
早
速
相
名
乗
罷
通
候
様
､
此

旨
惣
触
可
被
申
触
候
､
以
上
､

(傍
証
筆
者
)

八
月
大
目
付
中

右
に
よ
れ
ば
､
提
灯
を
持
参
せ
ず
に
城
下
を
通
行
し
､
役
人
が
名
前
を
尋
ね
て
も

不
法
な
態
度
を
と
る
者
が
い
る
｡
藩
士

･
町
人
は
急
用
で
な
け
れ
ば
､
提
灯
を
持
た

ず
に
往
来
し
な
い
こ
と
｡
や
む
を
得
ず
無
提
灯
で
通
行
し
､
役
人
か
ら
名
前
を
尋
ね

ら
れ
た
時
は
､
直
ち
に
名
乗
る
よ
う
に
と
い
う
触
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
触
は
､
文
化
期
頃
以
降
に
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
｡
防
火
と
治
安
維

持
の
た
め
の
法
令
が
多
-
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
､
城
下
の
治
安
が
次
第
に

悪
化
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
｡
そ
れ
は
城
下
に
住
む
藩
士
が
生

活
困
窮
に
よ
り
武
具
等
を
質
入
れ
せ
ざ
る
を
得
ず
､
藩
士
が
封
建
軍
団
と
し
て
社
会

(43
)

の
秩
序
を
維
持
で
き
な
い
状
態
に
ま
で
な
っ
て
い
た
こ
と
と
､
深
-
関
連
し
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
る
｡

む
す
び

以
上
､
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

第

一
に
町
人
に
対
す
る
生
活
規
制
に
つ
い
て
は
､
延
宝
九
年
制
定
の
｢町
人
法
度
｣

は
藩
政
確
立
期
の
所
産
で
あ
り
､
町
人
統
制
の
基
礎
と
な
る
基
本
法
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
｡
衣
食
住
を
中
心
と
す
る
法
令
で
は
､
寛
政
二
年

･
享
和
三
年

･
文

化
四
年
･同
八
年
の
も
の
は
津
軽
藩
の
寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
の
､
天
保
十
二
年
･

弘
化
三
年

･
嘉
永
六
年
の
も
の
は
天
保
改
革
の
一
環
と
し
て
の
､
町
人
に
対
す
る
香

修
を
抑
制
す
る
た
め
の
倹
約
令
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
そ
れ
は
階
級
社
会
に
於
け

る
身
分
秩
序
の
維
持
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

第
二
の
衣
食
住
に
つ
い
て
は
第

一
の
各
説
に
あ
た
る
が
､
衣
服
の
規
制
は
､

1
､
詳
細
な
も
の
は
寛
政
二
年
以
後
に
出
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
次
第
に
経
済
的
実

力
を
備
え
て
き
た
町
人
に
対
す
る
著
修
を
抑
制
す
る
た
め
の
倹
約
令
で
あ
っ
た
｡

2
､
こ
の
規
制
は
藩
士

･
農
民

･
町
人
間
の
身
分
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た

こ
と
｡

3
､
有
力
町
人
と

1
般
町
人
と
を
区
別
す
る
規
定
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
､
町
人
階
級

内
の
階
層
秩
序
を
も
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
｡

4
､
町
人
に
対
す
る
規
制
が
､
農
民
に
対
す
る
規
制
よ
り
も
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
｡

5
､
藩
財
政
の
窮
乏
打
開
の
た
め
に
行
わ
れ
た
藩
政
改
革
は
､
財
政
面
で
町
人
に
大

き
-
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
､
そ
の
た
め
衣
服
規
制
は
崩
れ
､
幕
末
に
は
身
分
秩
序
が

崩
壊
に
瀕
す
る
に
至
っ
た
｡

食
事
に
つ
い
て
は
､
平
常
と
冠
婚
葬
祭
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
で
も
､
同
様
に
一

汁
三
菜
と
す
る
よ
う
規
制
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
倹
約
の
観
点
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
､
堅
-
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
推
定
す
る
｡
ま
た
食
事
は
衣
の
よ
う
に
人

の
目
に
具
体
的
に
見
え
な
い
場
合
が
多
-
､
身
分
秩
序
の
た
め
に
は
効
果
的
で
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
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住
居
の
規
制
に
つ
い
て
は
'
町
人
の
著
修
を
抑
え
る
た
め
の
倹
約
令
で
あ
り
'
同

時
に
身
分
秩
序
維
持
と
町
人
階
級
内
の
階
層
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
で
も
あ

っ
た
0

第
三
の
年
中
行
事
で
は
､
宵
宮
の
催
し
方
は
質
素
倹
約
を
心
が
け
'
風
紀
を
乱
さ

な
い
よ
う
規
制
さ
れ
た
｡

盆
踊
り
の
規
制
は
､
服
装
の
華
美
を
慎
し
む
倹
約
令
で
あ
り
､
ま
た
女
性
の
参
加

は
町
人
以
外
に
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
'
風
紀
の
乱
れ
の
防
止
と
身
分
秩
序
維
持
の

た
め
で
あ

っ
た
｡

●
●
●

ね
ぶ
た
の
運
行
は
町
人
の
行
事
で
あ
る
｡
や
が
て
藩
士
の
ほ
か
に
女
性
も
参
加
し
'

●
●
●

喧
嘩
も
始
ま
る
よ
う
に
な
り
､
ね
ぶ
た
へ
の
規
制
は
風
紀
の
乱
れ
を
防
止
す
る
こ
と

に
あ

っ
た
｡

お
山
参
詣
に
対
す
る
規
制
は
'
華
美
な
服
装
に
対
す
る
倹
約
令
で
あ
る
と
同
時
に
､

女
性
を
判
う
登
山
と
下
山
後
に
酪
酎
し
て
自
制
心
を
失

っ
た
行
動
に
対
す
る
､
風
紀

の
乱
れ
を
防
止
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

最
後
は
日
常
生
活
で
あ
る
が
､
城
下
の
通
行
に
つ
い
て
は
､
藩
主
の
行
列
が
通
る

際
に
､
近
-
を
往
来
し
て
い
た
町
人

･
藩
士
は
､
家
の
戸
を
閉
め
て
隠
れ
慎
し
む
こ

と
を
命
じ
ら
れ
た
｡
ま
た
町
人
が
路
上
で
藩
士
に
出
会

っ
た
時
に
は
､
脆
い
て
挨
拶

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
規
制
は
身
分
秩
序
を
維
持

す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

商
業
に
つ
い
て
は
､
城
下
の
本
町
の
繁
栄
を
は
か
る
法
令
は
'
藩
財
政
維
持
の
た

め
豪
商
を
保
護
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た
物
価
引
き
下
げ
の
法
令
及
び

隠
商
に
対
す
る
過
料
定
は
'
藩
士
の
生
活
が
商
品
経
済
に
巻
き
こ
ま
れ
て
藩
体
制
が

揺
ら
ぐ
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
､
町
人
の
経
済
活
動
を
あ
る
程
度
抑
え
よ
う
と
し
た

面
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

城
下
の
質
屋
は
藩
士
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
藩
士
は
質

入
れ
し
た
品
物
の
保
管
期
限
が
き
て
も
'
借
金
を
返
済
し
て
そ
の
品
物
を
取
り
戻
す

こ
と
が
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
｡
藩
で
は
特
に
藩
士
の
勤
務
に
か
か
わ
る
武

具
等
に
つ
い
て
は
､
期
限
切
れ
で
も
質
流
れ
に
な
ら
な
い
処
置
を
と
り
､
彼
等
の
救

済
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
か
-
て
､
質
屋
に
対
し
て
出
さ
れ
た
法
令
は
､
藩
士
の

生
活
困
窮
を
救
済
す
る
た
め
に
､
質
屋
へ
犠
牲
を
求
め
た
面
が
強
か
っ
た
と
思
う
の

で
あ
る
｡

防
火
と
治
安
の
維
持
に
つ
い
て
は
'
町
屋
に
は
木
戸
が
設
置
さ
れ
､
木
戸
番

･
自

身
番
が
夜
廻
り
を
し
て
い
た
｡
魚
と
り
の
た
め
深
夜
に
城
下
を
提
灯
や
松
明
を
持
ち

歩
-
こ
と
に
対
し
て
の
規
制
'
ま
た
提
灯
を
持
た
ず
に
怪
し
げ
な
姿
で
通
行
す
る
者

に
対
す
る
規
制
が
藩
政
後
期
以
降
頻
出
し
て
-
る
の
は
､
城
下
の
治
安
が
次
第
に
悪

化
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
城
下
に
住
む
藩
士
が

生
活
困
窮
に
よ
り
武
具
等
を
質
入
れ
せ
ざ
る
を
得
ず
'
藩
士
が
封
建
軍
団
と
し
て
社

会
の
秩
序
を
維
持
で
き
な
い
状
態
に
ま
で
な
っ
て
い
た
こ
と
と
深
-
関
連
し
て
い
る

と
思
う
の
で
あ
る
｡
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註
(1
)
拙
稿

｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
士
の
生
活

～
衣
食
住
を
中
心
と
し
て

～
｣

(｢弘
前
大
学
国
史
研
究
｣
第
八
十
六
号
)
を
参
照
の
こ
と
｡

(2
)
『青
森
県
百
科
事
典
』
(東
奥
日
報
社

一
九
八

一
年
)
九
三
二
貢
｡
宵
宮
の

項

(3
)
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
｡
｢江
戸
日
記
｣
と

｢国
日
記
｣
の
二
種
類
あ
る
が
､
本

稿
で
は
後
者
を
指
す
も
の
と
し
､
引
用
す
る
場
合
は

｢日
記
｣
と
表
現
す
る
｡



(4
)
註

(-
)参
照

(5
)
『弘
前
市
史
』
藩
政
編

(弘
前
市

一
九
六
三
年
)
六
九
五
貢

(6
)
｢日
記
｣

元
禄
七
年
七
月
十
二
日
の
条
に
見
え
る

｢盆
中
町
々
江
申
渡
之
覚
｣

の
中
に

｢
二

町
中
之
木
戸
前
々
之
通
､
盆
中
従
十
三
日
之
夜
同
十
六
日
夜

●

●

之
九
迄
開

(下
略
)
｣

と
あ
り
､
晩
と
夜
は
こ
こ
で
は
時
間
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

な
-
､
同
じ
意
味
に
考
え
た
い
｡

(7
)
註
(2
)七
〇
四
貢
｡
ね
ぶ
た

･
ね
ぶ
た
の
項

(8
)
註
(5
〓
ハ
九
七
貢

(9
)
藤
田
本
太
郎

『ね
ぶ
た
の
歴
史
』
(弘
前
図
書
館
後
援
会

1
九
七
六
年
)
二

九
貢

(10
)
同

右

五

一
･
五
二
頁

(11
)
同

右

二

一六
貢

(12
)
註
(2
)
一
七
二
貢
｡
お
山
参
詣
の
項

(13
)
小
舘
衷
三

『岩
木
山
信
仰
史
』
(北
方
新
社

一
九
七
五
年
)

一
六
〇
頁

お
山
参
詣
は

｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
の
農
民
の
生
活
｣

(

未
刊
)
の
論
文

で
記
述
す
べ
き
と
思
う
が
､
便
宜
上
こ
こ
に
入
れ
た
｡

(14
)
青
森
県
立
図
書
館
郷
土
双
書

第
五
号

(
一
九
七
三
年
)
五
五

･
五
六
頁

(15
)
品
川
弥
千
江

『岩
木
山
』
(東
奥
日
報
社

1
九
六
八
年
)
九
五
･九
六
頁
に
､

明
和
六
年
八
月
に
出
さ
れ
た
代
官
の
覚
に
､
華
美
な
服
装
を
し
て
は
な
ら
な

い
､
と
い
う
こ
と
が
見
え
る
が
未
見
で
あ
る
｡

(16
)
盛
岡
藩
で
は
天
保
八
年
二
月
四
日
に
､
(藩
法
研
究
会
編

『藩
法
集

9

盛

岡
藩

下
』
-
創
文
社

1
九
七

〇
年
-
二
九

〇
･
二
九

l
頁
<
二
六
六

一
>
)
｢
(上
略
)

一
､
殿
様
･若
殿
様
御
通
行
之
勘
､
(中
略
)
下
タ
こ
く

と
斗
厳
格

二
相
制
可
申
候
､
(中
略
)

一
､
御
家
門
方
井
御
席
詰
御
大
老
･御

家
老
出
仕
之
勘
､
(中
略
)
以
来
作
法
声
十
声
斗
え
､
下
タ
ニ
居
レ
と

一
声
制

声
相
懸
可
申
､
(下
略
)
｣

と
見
え
､
津
軽
藩
と
多
少
異
な
る
よ
う
で
あ
る
｡

(17
)
農
民
に
つ
い
て
は
註
(13

)
に
記
し
た
論
文
で
述
べ
る
予
定
で
あ
り
､
こ
こ
で

は
言
及
し
な
い
こ
と
に
す
る
｡

(
18
)
註

(5
)五
〇
頁

(19
)
註
(5
)七
三
二
･
七
三
三
頁

(20
)
註
(-
)参
照

(21
)
『青
森
県
の
地
名
』
(平
凡
社

一
九
八
二
年
)
四
九

一
貫

(22
)
長
谷
川
成

一
編

『弘
前
城
下
史
料
』

下

(北
方
新
社

一
九
八
六
年
)
七

二
～
八
五
頁

(23
)『み
ち
の
-
双
書
』
第
十
六
集

(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

一
九
六
五
年
)

二
四

一
頁

(24
)
『み
ち
の
-
双
書
』第
二
十
二
集
(青
森
県
文
化
財
保
護
協
会

一
九
六
七
年
)

(25
)
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編

『津
軽
史
事
典
』
(名
著
出
版

一
九
八
二
年
)
一

八
〇
･
一
八

一
頁

(26
)
｢日
記
｣

同
年
月
日
の
条
の
方
が
詳
細
で
あ
る
が
､
そ
れ
を
要
約
し
た
｢御
用

格
｣

(

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
)
を
使
用
し
た
｡

(27
)
｢日
記
｣

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
｡

(28
)
八
木
橋
文
庫
蔵
｡
な
お
､
寛
政
五
年
の
規
定
十
六
ヵ
条
の
内
容
は
､
『弘
前
市

史
』
(藩
政
編
)-
註
(5
)参
照
-
三
九
七
頁
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
､
合
計
二

十
二
ヵ
条
は
長
文
に
わ
た
る
の
で
省
略
し
た
｡

(29
)
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
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(30
)
註
(27
)
に
同
じ
｡

(31
)
『徳
川
禁
令
考
』
(創
文
社

一
九
五
九
年
)第
二
九
五
九
号

前
集
第
五

二

六
二
･
二
六
三
頁

(32
)
｢文
化
二
年
八
月
改

弘
前
町
中
人
別
戸
数
諸
工
諸
家
業
総
括

全
｣

(

長
谷

川
成

1
編

『弘
前
城
下
史
料
』
上
<
北
方
新
社

1
九
八
六
年
>

1
四
五
頁

所
収
)

(33
)
註
(-
)参
照

(
34
)
同

右
｡
｢日
記
｣

天
保
五
年
七
月
十
二
日
の
条
に
も
､
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の

が
見
え
る
｡

(35
)
註
(-
)参
照

(36
)
註
(5
)
八

一
五
貢

(37
)
註
(25
)
一
八

一
貢
｡
註
(5
)
二

一七
貢
で
は
二
三
四
軒
と
あ
る
｡

(38
)
蝦
名
庸

一
｢津
軽
信
政
時
代
に
お
け
る
法
令
の
整
備
｣

(

｢弘
前
大
学
国
史
研

究
｣

第
二
十
三
号
)｡
条
文
は
菊
池
元
衛
編

『津
軽
信
政
公
事
績
』
(非
売
品

一
八
九
八
年
)､
｢御
定
法
古
格
｣

(

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
)
を
参
照
し
て
掲
載

す
る
､
と
見
え
る
｡

(39
)
註
(5
)
1
七
六
貢

(S
)
松
平
太
郎

晶

江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
(柏
書
房

l
九
七

l
年
)
五
六
四

貢
｡
笹
間
良
彦
星

戸
の
酌
鮎
事
典
』
(柏
書
房

l
九
八
〇
年
)
l
八
四
-
1

八
八
貢

(41
)
『絵
図
に
見
る
弘
前
の
町
の
う
つ
り
か
わ
り
』
(弘
前
市
立
博
物
館

一
九
八
四

年
)

一
〇
頁
｡
註
(5
)
八
〇
頁
で
は
四
九
カ
所
と
あ
る
｡

(42
)
高
島
成
備
･三
浦
忠
司

『南
部
八
戸
の
城
下
町
』
(伊
吉
書
院

一
九
八
三
年
)

三

〇
〇
頁

(43
)
註

(-
)参
照
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